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 要  旨 
【背景】近年、比較的高い変換効率が期待できる太陽電池として,有機色素の吸着によるナノ構
造TiO2太陽電池（色素増感太陽電池）[1]が注目されている。その光電変換効率向上とメカニズ
ムを解明するために、色素における光励起キャリアの超高速ダイナミクス、特に色素からナノ構
造TiO2電極への光励起キャリアの移動の研究は必要かつ重要である。本研究では、ヘテロダイン
過渡回折格子法[2](以下TG法)を適用して光励起キャリアダイナミクスの評価をおこなった。TG
法は電子とホールを同時に観察できる測定法であり、従来の過渡吸収法と比べ低強度の光照射で
試料を劣化させずに測定を行える。本研究ではN3 色素吸着したTiO2薄膜を空気中と電解質中の 2
つ状態で測定を行った。 
【実験・結果】TG 法では、パルス幅 150fs のチタンサファイアレーザーを光源として、励起光
とプローブ光の波長はそれぞれ530nmと778nmで測定を行った。図１に過渡回折格子応答を示す。 
(a )空気中(b)電解質中である。状態の変化によって異なる TG 信号が観察できた。(a)の試料は
空気中測定では光励起後変化のない信号が得られた。(b)の電解質中では信号が減衰した。これ
は光励起された N3 色素のホールは基板が空気中では移動できないのに対し、電解質中では電解
質と反応しホールが減少しているためではないかとではないかと考えられる。 
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図１ N3 色素の吸着時間を変化させたTiO2の過渡回折応答 
(a)空気中 (b)電解質中 
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